ローマ書からの手紙
 
はじめに
 
　聖書が私たちに語り告げているのは、福音、つまり良き知らせです。とは言え、聖書全体は膨大な分量がありますから、これを読めばわかります、と言って、ドンと手渡されても困惑する人のほうが多くなりそうです。そのため、何とかもう少しかみ砕いた形で届けられないものかと、古今東西、多くの牧師たちなどが取り組んでいるわけです。
 
　今回、私はローマ書を手がかりにしてみようと思いつきました。この手紙を書いた当時、パウロはまだローマには行ったことがなく、読み手の大半とも直接には知り合いではない状況でした。そのため、ローマ教会が抱えている個別の課題を掘り下げるというような内容は少なく、その代わりに、キリスト教が語り伝えようとしている福音を提示して見せようとする様子が強く見られます。そうは言っても、パウロのことですから、教科書的な解説にはならなくて、情熱の込められた文面になっているのはいつものこと。できるだけ冷静に、あまり激しい口調にならないようにと用心しているようには思えるのですが、福音そのものに対する彼の熱意は、抑えきれない熱い心となって語り示されています。
 
　せっかくの聖書なのですから、そのまま読んでいただくのが一番、と言ってしまえばそれまでですが、今回はこの内容に沿いつつ、大幅に圧縮して、かつ、現代の人々にもなじみやすい言い回しに置き換えて、１世紀のローマ人ではなくて、２１世紀の日本社会に暮らす人々に向けて書き改めたらこんなふうになるのでは、という体裁で、皆さんにお届けしてみようと目論んだ次第です。圧縮とは言っても、元の分量がかなりのものですから、何回かの連続書簡という形で書き綴っていくことにします。いくらかでも、福音に親しんでいただける機会になれば幸いです。
（福音の紹介、という部分に注目しますので、それ以外の内容は割愛する場合が多々あります。物足りないと思われるのは当然、その際はぜひ、聖書自体を読んでみてください。）
 
 
第一回　［福音の必要性］
 
　はじめまして。私、パウロと申します。キリストの教えを多くの人々に届けることを使命として活動しています。いずれぜひ、近いうちに皆さんの所にもお訪ねしたいのですが、もうしばらくお待たせすることになりそうですので、先にこの手紙を書き送って、伺った際にお伝えするつもりのことをお知らせしようと考えた次第です。
 
　何を伝えようとしているのか、ですか。それはキリストが与えてくださった福音、良き知らせです。この福音には力があります。どのような人にでも、もし、キリストの約束を信頼して、期待していただけるのなら、必ず神様の祝福をもたらすことができる、そういう力が、この福音にはあります。どんな人にでも、とあえて申し上げている理由は、後ほど改めてお話しします。でも、どうかぜひ、期待して、興味を持っていただけたらと、心から願っています。
 
　神様が福音という重要な約束を人類に与えられたのには、理由があります。それは私たち人類がすべて、深刻な課題を背負っているからです。神様はそれを「罪」と呼んでおられます。「的外れ」という意味で、人が本来持っている状態から外れてしまい、事態を悪化させていることを意味する言葉です。健康を損なって病気に陥るようなことを思い浮かべて下さっても結構です。神様は、人々が自分の状態に気づいて、本来の良き状態を取り戻すことを切に願い、行動を起こしたのだと、語っておられます。
 
　私たちが厄介な事態に陥っていることを、いくつかの角度から申し上げてみます。
 
　まずは、神様との関係です。人が誠実に、また謙虚な思いを持ってこの世界を見ているなら、偉大な力を持ち、慈愛の心を持っている神様がおられることに気づくはずです。だからこそ、人類は常に、その大多数が何らかの形で神様を思い、崇拝してきています。ただ、その中身には問題があり、神様を崇めると言いながらも、自分の都合に沿わせて、好き勝手な神様のイメージを作り出したり、便利な教えを編み出したりしてきているのが、この世界の現実です。信仰を理由にした争いが絶えないのも、その一つの結果です。冷静になって考えるなら、宗教的争いの類は崇高な理念などではなく、私利私欲を信仰という形にすり替えた争いがあること、またはおぞましい部類の宗教的情熱で人々を支配する動きが見られることは、すぐにわかるはずです。それらは、神様を引き合いに出しながらも、実態は人の欲が生み出したものに過ぎません。
 
　そういったものを取り除いて、誠実に神様と向き合おうとするなら、一つの重要なことに気づくはずです。つまり、人が何を考えるか、どう思索するかではなく、神様ご自身が呼びかけ、語りかけて、指し示し下さる道筋に聞き従うのが最善であるのだ、と。そうしないと、人は自分たちの欲が作り出した混迷から脱却することはできないのですから。
 
　神様との関係が壊れていることは、人の世界が悪にまみれていることからも、すぐにわかります。まさに、良き状態が失われている事態です。人の思いの中にも、幸いなものを願い求める情熱があることは承知しています。でも、実態はどうでしょうか。この世に見られるのは不義、悪、貪欲、ねたみ、殺意、争い、欺き、などなど。そういう忌まわしさに覆い尽くされた光景です。こういったものを解消する方策を、人は持ち合わせていません。思想は発展し、様々な探求も進んでいるのに、人の心が抱える悪を払拭することについては、遥かな昔から一歩も進んでいないのが現実です。
 
　それは、戒律によって人々を縛り、強制しようとしてもなお、効果がありません。私、パウロの時代には、ユダヤにおいて厳格な戒律、律法というものが行使されていましたし、人々は熱心に取り組んでいたのですが、残念ながら効能は発揮されませんでした。人の抱える罪は何も変わっていないことを、熱心に戒律遵守に取り組んだ人こそ、よく承知していたはずです。人は結局、戒律を知ろうが知るまいが、人としての幸いな状態から崩れ落ちた生き様から逃れられていません。
 
　そんなことはない、と反論し、証明してくれる人がいたらどれほど幸いかと思います。でも、弁解の言葉ならば耳にしますし、水準を落としてごまかす論理ならば数多くありますが、真に幸いな姿を生き、自分も回りも良き祝福を手にできていると自他共に認められる人は皆無です。
 
　ですから、神様は告げるのです。人は罪の中にあり、自分たちが手にしていたはずの幸いを壊し続けていると。その先にあるのは破滅で、誰もそこから脱却できる力は持ち合わせていないのだと。神様は、こんな事態になっていることを深く憂えて、悲しみ、だからこそ、解決策を講じた、つまり、救いの道を切り開いたのだと、人類に対して語り、約束を与えておられます。それが福音です。
 
だから私は、この良き知らせを、ぜひとも皆さんにも知っていただきたい。受け止めていただきたい。そう願っています。
 
［第一回　終わり］
 
第二回　［恵みによって］
 
　こんにちは。パウロです。前回、書き送った話を考えていただけたでしょうか。人類は皆、深刻な課題に陥っていると、神様はそう告げておられると申し上げました。
 
　悪に陥っている者を、どうすべきか。この世界の誰もが思い浮かべるのは、自業自得という言葉なのでしょうね。自分がした悪がもたらす破綻は自分自身に降りかかってくるもの。責任は自分で背負わねばならない、という大原則です。神様が善であり、義であるならば、悪をそのまま放置するなど考えられないから、厳しい罰が待っているのだと。そう理解するから人は神様を恐れ、御前から隠れ逃れようとしたり、お目こぼしを求めて貢ぎ物を差し出したりしていますね。
 
　だとすれば世界は驚くでしょうが、神様はこういう呼びかけを発しておられます。「すべての人は罪を犯したので、罰をまぬがれ得ないのですが、でも、神様ご自身の恵みに基づいて、そしてまた、キリストが十字架で死なれたことによる贖いによって、赦しと救いを与えることを決意して、実行に移したのだ」と。
 
　何を言われているのかわからない、と戸惑うのも無理はありません。こんな話は、誰も思いつくはずがないのです。人が意識するのは、立派に生きれば神の祝福があり、悪を生きれば神からの厳罰が下る。加えて、もし自分の悪を償いきることができるなら、赦しを考えてもいい。この３つの中にすべては含まれているはずだと、私たちの常識は訴えています。でも私は、神様の約束、福音を伝えるためにここにいます。ですから、この全く新しい約束を、ぜひともお伝えしたいと思うのです。ちなみに、新しいと言いましたが、実は旧約の初めからずっと、神様のこの意志はそこかしこに示され続けているのですが。
 
　まず、「恵み」のことをお話しします。心地よい言葉ですが、聖書が使う時、その意味合いは、何の貢献もしていない人が、思いもよらない幸いを与えられた、ということを指しています。お金を払って商品を買うのとは違います。働いて報酬を手にするのとも違います。自分は何もしていないのに、できなかったのに、それでも良きものが与えられる。むろん、驚きます。戸惑います。本当だろうか、何か裏があるのではないかと疑いもします。喜ばせておいてどんでん返しが待っているのでは、と警戒するのも無理がありません。でも、神様の約束は明確です。「恵み」を与えると告げておられます。そのためにすべての準備を整えてきた、犠牲を払ってきた、後戻りはあり得ないのだと告げておられます。それが、神様の約束であり、御業です。
 
　恵みだからこそ、罪に対する赦しがあります。刑罰ではなく、処断でもなく、救いが用意されています。イエス様が語られたお話に出てくる放蕩息子のように、もはや子どもと呼ばれる資格などかけらもない者が、でも歓迎され、抱きかかえられ、大切な息子として扱われます。恵みが用意されているのでなければ、こんなことはありえません。人の理解する限りで言えば、人類には希望などはあり得るはずがないのです。その罪を、その悪を消し去ることも償うこともできない私たちには、閉ざされた道しか見出し得なかったはずなのです。でも、神様は約束し、呼びかけておられます。恵みが実現したのだと。
 
　このことは、信仰というものについての考え方を根底から覆します。信仰とは神様に対する熱意の表れで、功徳になると思っている人はたくさんいます。熱心に礼拝をし、神様のために貢献すれば大きな幸いが待っているのだと考えるのは、ごく普通の感覚でもあります。だからこそほとんどの人は頑張るのですし、そして、頑張れなかった人は絶望を抱き、失敗してしまった人は落胆して、投げやりな態度に陥ります。でも、「恵み」という呼びかけは、全体をひっくり返します。その人がどれだけ頑張れたか、どれだけ結果を出せたかは、神様の恵みの前では何の関係もありません。何もできはしないからこそ、神様ご自身が犠牲を払ってくださっているのです。それなら、私はこれだけのことをやったぞと胸を張るのは、滑稽なだけです。そしてまた、だめな自分を卑下するのも、ようするに自分の頑張りがすべてを決めると思い込んでいるからです。
 
　私、パウロはこの約束の重大さに気づきました。だって私は、長年キリスト教を弾圧し、クリスチャンたちを憎み、実行に移してきた者です。だからイエス様が本物の神の子で救い主なのだと知った時には、断絶を覚悟しました。でも神さまは、私がそこで悩み苦しむ余裕すら与えずに、あなたを受け入れたと宣言してくださいました。神様の約束、つまりは福音とは、このあり得ないような恵みが確約されるものです。
 
だからこそ、私たちはただ神様に寄り頼み、祈り求めていくのみと申し上げることができます。何もできないことを率直に認め、いつかは立派になれますから、などと自信のかけらもないようなことを言ったりしないで、そのままの自分で神様にすがることができます。神様との関係が恵みを土台としているのでなかったら、こんな怖いことはできませんが、必死でごまかし続けようとするのでしょうが、大丈夫、すべてをご存じの神様に、すべてを申し上げることができる。こんな幸いは、気楽なことは、そして、ありがたいことはないと、福音という呼びかけを知って、私はそう確信しています。
 
［第二回　終わり］
 
 
 
第三回　［御子の犠牲］
 
　パウロです。そろそろこの名前を覚えていただけましたか。一度の手紙では書ききれないものですから、こうして何度もお便りしています。それとも、長くなっても一度に申し上げた方が、分かりやすかったですか。
 
　前回は恵みのことをお話ししていました。そんなことがありえるのだろうかと不安すら覚えさせられる、奇妙な呼びかけです。だって、罪を赦すというのです。そんなことができるのか。悪を行った者たちが罰せられることもなく歩んでいくことができるなんて、正義はどこにいったのか、つらい目に遭った人たちの気持ちはどうなるのか。そういう反発が生じたとしても不思議とは思いません。真実と正義の神という評判が地に落ちてしまうといらだつ人もありそうです。
 
　神様は、罪を放置されるのでしょうか。好き勝手にやっているのを黙って見過ごしにするのでしょうか。この世界は神様の「優しさ」によって崩壊していくのでしょうか。
 
　私たちは、一つの大事な出来事を知っています。神様は御子イエス・キリストをこの世に送られたのです。それも、神としての栄光に包まれた姿ではなく、ごくありふれた姿をしている一人の人間として。語ること、なさることをしっかりと見ていけば、特別な方なのだと気づく人もいたでしょうが、漠然と眺めているだけなら何も悟らずに通り過ぎてしまう人のほうがずっと多い。そのくらい、人の世界に入り込んで、人と同じ所を歩まれた。正直に申し上げれば、私も気づかずにいた者の一人です。そんなはずはないと言い張って、この方こそが神の御子だと語る人々に対して、許しがたい冒瀆だと憤り、牢に投げ込むことに奮闘してきました。その頃のクリスチャンたちは私を悪魔のように恐れていましたが、何を言われても弁解の余地がありません。ただ、そのくらいに神様は、ご自分の御子を全くの人としてこの世に誕生させました。
 
　御子が、神様についての真実を人々に語り聞かせてくださったのはもちろんです。また、その力を豊かに発揮して人々を助け続けられたのも特筆に値することです。でも、そういう業は限定的でした。この方は決して世界を支配して御心にかなうものへ変革することは意図されませんでした。その代わりに、御子がなさったのは十字架にかかることでした。十字架で磔にされて、死に至ることでした。
 
　理由は、人には罪があったからです。神様があわれみ、慈しみ、助けることを決意されていた人間には、自分では償うことのできない罪がありました。これをどうにかしない限りは、赦しを宣言してみせたとしても、神様の横暴にしかならなくなってしまう。ご自分のお気に入りを助けるために善悪をねじ曲げて、都合良く対処しているだけになってしまう。それは結局の所、この世界を破壊し尽くすことになる愚行にしかなり得ません。だから神様は、人の罪の責任をしっかりと対処なさることを決意されました。ただし、人々に背負わせるのであれば滅びが待っているだけのことで、救い出すことができません。唯一の手段は、神様ご自身がこの痛みを担い、犠牲を払うことでした。そのことを「贖い」と呼んでいます。罪の結果を代わりに担うことで、罪を犯した本人を助け出す。それが、神様が人のためになさったことだったのです。
 
　そして、だからこそ、私たちは断言することができます。神様が私たちのために用意してくださった救いは絶対の力を持ち、どんな人をも助け出すことができるのだと。福音に力があるのは、その実現は神の御子ご自身の犠牲に基づいているからです。そして、この約束は永遠のもので、決して途中で取りやめになったり、気が変わったとか、限界ですとか、そんなことは決してありえないと、そう言い切ることができます。神様は、救いの約束を成し遂げるために、御子を犠牲になさったのですから。
 
　私は、このことを世界の皆さんに知っていただきたいと切に願っています。だからこそ、この手紙を書いています。だって、それだけの大切な呼びかけを神様は与えてくださっているのですから。
 
［第三回　終わり］
 
第四回　［罪からの解放］
 
　お元気ですか。福音の話をするのはとても緊張しますが、でも、心楽しいものです。神様の約束には本物の力がありますから。
 
　さて、神様が告げてくださったのは救いの約束です。罪深い者たちを、それでも神様の恵みと犠牲によって助け出し、受け入れてくださるのだという約束は、本当にありがたいものです。
 
　でも、一つ、厄介なことがあります。厄介だなんて、言い方が軽すぎるかもしれません。深刻な重荷と言うべきでしょうか。神様が与えてくださる幸いを思うほどに、心が重く沈み込んでしまうのを避けることができません。それは、私たちの罪深い性質、現状に関することです。
 
　自分たちが罪深い存在であることは、素直にこの世界を見渡し、あるいは自分自身を省みるならば、すぐにわかることです。何か立派な者であるかのように言うとしたら、自分自身を欺いているのでしょう。そして、自分たちにはそこから抜け出す力がないことも痛感しています。そんな私たちにできることは、自分たちに絶望して滅びを覚悟するか、それとも、どうせ無理なんだと諦めて好き放題に生きることにするか、どちらかに陥る可能性が大です。もちろん、人はそこまで崩れたくないという思いもあるので、根本的な解決には目をつむり、そこそこに悪すぎない程度には生きておこうとする場合も多々あるのですが。
 
　ただ、そういう生き方にはいずれ限界が訪れ、破綻が到来します。私、パウロからすると二千年近くも未来の日本の皆さんは、世界的に見ると真面目で、誠実で、あくどいことはしない民族だと自他共に思われていますね。確かにそれは安定した社会を築くことに効果を発揮してきたようですが、でも、その実態の中にはたくさんのごまかしと偽り、弱者を傷つけることにあまりためらいがなく、自己中心、または自社中心、自国中心的な感覚が深く染みついていることを、知らないわけではないでしょう。その結果、偽装が露見して破滅する会社もあり、過労死の問題も発生し、あるいは、本来持ちつ持たれつで利益を上げてきたはずの会社同士の関係が、一方的な支配に陥る場合も少なくないと、社会は騒然としているはずです。
 
　人々の努力や志は貴重なものですが、残念ながらそれだけではどうにもならないことを、人の世界は繰り返し経験してきています。私よりずっと前に東方で活躍した釈迦という人は、人間にとって必要なことは諦めを知ることだと説いたそうですが、鋭い指摘だと、私も思います。それもまた、人が罪深いことを指し示す思想でしょう。
 
　でも、私たちは諦めてはいられません。こんな罪深い者たちを、それでもあわれんで救いを与えてくださった神様がいるからです。主は、このために御子をすら犠牲とされたのですから、仕方がないで済ませるわけにはいきません。
 
　こんな者たちに、神様は不思議なことを告げておられます。神様の言葉、そして約束はしばしば人の思いを超越するのですが、これもまた奇異なものとしか言いようがありません。だって、神様はおっしゃるのです。私たちは罪から自由で、もはや罪に束縛されることはないのだ、と。
 
　でもこれは、私の実感とは大きくかけ離れています。私はしたいと思っている善を行えず、したくないと考えているはずの悪を行っています。そこから逃れることができないのが実情です。私は本当に惨めな人間です。死の身体から逃れ得る力は、私はないのですから。
 
　ある人たちは、「罪から自由だ」と言われているのだからと、全く罪を犯さない生き方を目指して奮闘しているのだと聞いたことがあります。その志は尊敬に値しますが、完全履行はあり得ないはずです。そうしたら、どうなるのでしょう。神様の約束はいい加減だと信頼を捨てるのか、それとも、自分はまだ救われてはいなかったのだと自らを否定するのか、あるいは回りから糾弾されることになるのか。悲しい結末ばかりが思い浮かんできます。
 
　そうではありません。救いは神の一方的な恵みであり、人の努力や功績ではなくて神の御業であるのだと申し上げたはずです。だから、救われた者たちの生き方も、神様の恵みによってこそ動かされていきます。人の努力ではなく、生来の性質でもなく、意志の強さ次第でもありません。何もできずにいる者たちを、それでも神様ご自身が働きかけて前に進ませてくださるのが、神様の約束が語り続けている道筋です。人は罪から自由なのだと神様がおっしゃるなら、それを成し遂げて下さるのは神様ご自身です。自分に自信があるかどうかは関係がありません。今の状態がだめでも、それとは別の話です。神様はご自身の計画に沿って、私たちを歩ませて下さる方です。だから、私たちに必要なことは、信じて、期待して、決して諦めたり、投げ捨てたりしないで、待ち望み続けることです。主に信頼して呼び求める者は誰でも救われる、というのが、神様の切なる呼びかけなのですから。
 
この約束が真実なら、私たちは胸を張って言えます。どのようなものも、神様の祝福から私たちを奪い取れるものはないのだ、と。
 
［第四回　終わり］
 
 
第五回　［福音の確証］
 
　福音には力がある、と申し上げてきました。はい、お忘れではありませんね、パウロです。
 
前回は、その確信を崩していく厄介な課題として、たぶん多くの人にとって最も深刻なこと、罪深い自分たちの姿についてお話ししました。救いとか祝福とか言われても、それならこの現実はどうなのかと突きつけられると、沈黙せざるを得ないと、私たち、誰もがそのように痛感します。私もそうです。みじめな人間です。でも、罪からの解放もまた、人の力ではなく、修行の結果でもなく、ただ神様ご自身の恩恵と御業によってこそ実現するのですから、だとしたら、神様を信ずるのであれば失望や落胆は不適切です。それとも、神様には人々を罪から解放する力はない、と言い張るのでしょうか。そんなひ弱な神様では、もともとからして期待するだけ愚かな話、です。でも、私たちの主は全能の方なのですから、大丈夫という言葉を、強く、強く、申し上げておきます。
 
　さて、この福音の確かさを信じていただける根拠を、もう少しお話ししたいと思います。綿密に語り始めるとどこまで行っても終わりにならないので、この手紙ではあっさりと、概要だけにしておきますが、より詳しいことについては、また機会を改めてとします。
 
　それで、まずお伝えしたいのは聖霊なる神様の臨在です。神様が三位一体の方であることについては、聞いたことがおありかなと思います。が、そこの部分の説明はなかなかに難しくて、すっきりと語るのは不可能とも言われています。昔から言われているように、「神は唯一でいらっしゃる」ということだけを考えているほうが分かりやすいのは事実で、それに加えて、神であり人であり救いの御業を成し遂げて下さった御子キリストのことを意識しておくくらいが、頭の中が混乱しないで済むのかなと、それは同感です。
 
　ただ、掘り下げて申し上げますと、この救いに関する事柄、例えば神様を信じるようになる心の動き、あるいは罪に打ち勝つことができるようになっていく変化、死ぬべきものだった私たちが生かされていくことなどについて考えようとすると、それが人自身の力ではなくて、神様の豊かな働きかけの結果であること、それも、ごくごく私たちの身近なところで、私たちと共に歩んで下さる中で実現していくことであるという点に目が開かれていくはずです。そして神様は、こういう業について、「それは聖霊なる神の業である」と告げて下さっています。大雑把に言えば、一切は神様の御業である、で間違いはないのですが、たとえば十字架における贖いの業は御子なる神の業と語る方がより深い理解につながるように、私たちの信仰や救いに関することも、聖霊なる神の業として語るほうが、その意味合いや、その豊かさを理解するためにはよりふさわしいのです。
 
　ですから、福音は本物だと確信していただくためには、聖霊の臨在と働きかけのことを申し上げたいのです。人にはできないこと、手の届かないことを、でも、共にいてくださる聖霊は間違いなく成し遂げて下さる。それだからこそ、人の限界や多くの課題を痛感する時にも、私たちは言うことができるのです。「確かに課題は大きい。でも、聖霊なる神様にとって不可能はない」と。
 
　聖霊については、私たちがその臨在を実感するかどうかはあまり問題ではありません。もともと聖霊は三位一体の中でもご自身を表に出さないでこられた方です。聖霊自身が取り沙汰されるよりも、父なる神への賛美やキリストへの信従を強調する方が、この方ご自身にとって何よりも望みとされていることでもありますから、日頃、意識する機会が少なかったとしても、それはごく自然なことです。でも、福音への確信、とりわけ、人が抱えている不安や戸惑いを思う時には、ぜひとも思い出してください。私たちのところには三位一体の神であられる聖霊が共にいてくださっているのです。それは、最も力強い保証と言うことができます。
 
　保証と言えば、聖霊の臨在は人質のようなものでもあります。とても変な言い方ですが。誘拐事件の話ではありません。かつて、君主たちは部下の家族を城下町に住まわせて、その忠誠心の保証にしたものでした。神様は聖霊を私たちと共にいさせてくださることで、神様の約束は絶対であることの保証にしておられるのです。すごい話だと思いませんか。だいたい裏切るのは人間のほうなのに、神様のほうが保証を与えてくださっている。それほどに、神様は私たちがこの福音を確信することを切望しておられるのですね。
 
　聖霊のもう一つの御業は、私たちの代わりに執り成しの願いをしてくださることです。自分の姿を省みると、助けてください、赦してくださいと祈り求めること自体がおこがましいと尻込みさせられる思いにもなります。こんな自分には、祈りを聞いてもらえる資格などないと諦め気味にもなります。真摯な思いの人ほどそうなるでしょう。だから、聖霊は私たちの代わりに求めて下さいます。そしてもちろん、聖霊の願いは三位一体の神ご自身の願いですから、必ず実現する、果たされていくのですね。
 
　さて、ほかの確証についてもお話ししようと思います。一つは、私たちが神の子どもとされている点です。神様は、真剣に考えようとすると、恐るべきお方のはずです。かつてイスラエルの民が神の前に立つことから逃げ出したのは、人の思いとしてはよくわかります。でも、そうやって恐怖に包まれたままでは、本当の信頼や期待にはつながりません。叱られて、罰せられて終わりなのだと思い続けていたら、福音に期待する思いになりえないでしょうから。神様は私たちに、子どもにした、と告げて下さっています。神の相続人、それも、御子キリストとの共同相続人であるとも。ここで威張り始めるようではただの愚か者です。私たちの実態は神の子どもと呼ばれるには全く合致していません。それでも、神様は私たちをそのように呼び、だからこそ決して手放しはしないと言ってくださっている。多くの点で不安があり、自信は皆無でしょうけれども、でも、神様の約束は真実だと言える土台があることを、おわかりになるでしょうか。
 
　人間以外の被造物もまた、この福音が真実であることの印です。それらは神様が造られたもので、本来はとても良い状態にあるはずのものでした。でも、人間が堕落したためにこの世界全体が混乱していることは皆さんも痛感しているはずです。でも、これらは本来、自分自身の罪でそうなったわけではないのですから、本来のあり方に復帰したいと願うのは当然で、また、神様もそうしてくださるはず。ただし、人間抜きでそうなることはありえません。人は常に被造物の代表です。だとしたら、被造物世界の存在もまた、神様の力強い計画推進が約束されていることを思い出させてくれる印でしょう。
 
　ですから、私は声を大にして言います。この救いを、神様が与えてくださった福音という約束を妨げるようなものは何もないのだと。人の姿はひどいものです。人の思いもつたないもので、その実態を思えば思うほど、祝福など望み得ないのではと痛感させられるのですが、でも、神様は確かに約束してくださったのです。こんな者たちに、罪人に、神の救いを与えるのだと。だから、私たちを責め立てて滅びを語り、希望を失わせる言葉は、確かに人の実態には合致しますが、でも、神様の約束からすれば断固として間違いなのです。それだからこそ、迫害や困難が押し迫ったとしても、この福音を投げ捨てることだけはできません。私はいつでも自分の弱さを痛感していますが、意志の力など霞だと自覚していますが、それでも、この福音にだけは留まり続けられるのだと信じています。ここには神様ご自身が関わってくださっているのですから、どんなものも、この約束から人を奪い去るものはない、のです。
 
［第五回　終わり］
 
 
 
第六回　［ユダヤ人のこと］
 
　今さらですが、ちゃんと自己紹介をしていなかったと気づきました。名前はお知らせしていますね。パウロです。私はユダヤ人です。それも、パリサイ派の厳格な教育を受けて教師としての資格を得ている、自分で言うのも何ですが、本家本元の系譜をしっかり身につけてきている者です。大祭司から直接指示を受けて活動していた時期もあり、旧約の教えについては巷の人々の何倍も深く理解して生きてきました。ユダヤ人のことについて、切なる思いを抱いているということで言えば、誰にもひけは取らないつもりです。もしも、この同胞が神様の恵みを受けていくことができるのなら、この身を投げ出しても構わないと、本気でそう思っています。
 
　でも、ローマの皆さんはすでに耳にしていると思います。私パウロは、ユダヤ社会では裏切り者と呼ばれ、いのちすら狙われていることを。誤解を受けていることは仕方がありません。私の至らなさでもあります。ただこれだけは知っておいてください。私は切に、切に、同胞のことを思っているのです。
 
　まず申し上げておきます。ユダヤ人というのは、神様との関係で言えば、実に意義ある存在です。私たちはアブラハム以来二千年にもわたって神様と関わり続けた経験を持っています。モーセの律法にも習熟し、だからこそ、御子ご自身もユダヤ人としてこの世に生まれ、そういう環境を活用なさいました。イエス様と直接ふれあってきた者たちの大半はユダヤ人で、それが人類に福音を届けるのに最も良い手はずだとお考えになったのでしょう。私はユダヤ人として生まれてきたことを、深く感謝しています。
 
　ですが、それはあくまでも出会いのチャンス、あるいは理解を深めやすい環境ということであって、ユダヤ人だから恩恵が深いとか、他の人々は神の国に入るのが難しいということではありません。理由は、福音の真意がこれまでお話ししてきたとおりだからです。そう、本人の頑張りではどうにもならず、ただ神様のあわれみ深い慈愛によって一方的に与えられる幸い。だとしたら、神様の恵みを呼び求める者であれば、誰でも同じように助けを与えられることができる。何の違いもなく、です。それを実現するためにこそ、御子ご自身が犠牲を払って下さったのですから。もし、その人自身の評価次第なのだとしたら、キリストの御業は意味がありません。と同時に、すべての人は、ユダヤ人も含めて、皆が失格であって、誰も救いを手にすることはできなくなってしまいます。
 
　でも、たくさんの恩恵を受けてきたことが、かえって思いを混乱させてしまったのです。ユダヤ人たちは自らの特権ばかりを意識し、自分の努力に寄りすがって、恵みという福音の呼びかけを拒んでしまいました。その先にあるのはどうにもならない人間の愚かさであり、その結末は滅びでしかないというのに、です。一方で異邦人は、もともと神様とは縁遠く暮らしてきたためでしょうか。神様の一方的な恵みによってこそという呼びかけを、千載一遇の幸いと気づき易かったようです。そこに、ユダヤ人と異邦人の違いが生じてしまいました。
 
　福音の本質を改めて申し上げます。それは人にはできないことを成し遂げて下さる神様の力と慈愛によって、罪深き者たちに救いの祝福が与えられるという約束です。そのように一方的な恩恵だからこそ、誰にでも手が届くものですし、決して、区別や差別はない、ユダヤ人だろうがギリシャ人だろうが、そしてまた、私のように迫害してきた経歴を持つ者であってもなお、除外されることはないのです。こんなにも法外なことを成し遂げるためにこそ、神様は御子をこの世に送り、人としての日々を歩ませ、そして十字架での死に至らせました。十字架は、私たちの罪の贖いのためです。そして、その御業によって、人は確かにこの救いを手にしているのですね。
 
　ただ、そうやって神様が呼びかけてくださっているのだからこそ、その声に応じ、主の約束を信じて願い求めていくことが欠かせません。信じないと言い続け、拒み続けているなら、どうにもなりえない。それは神様が最も嘆いておられる事態です。
 
　そんなことにならないためにこそ、この福音は人々に届けられるべきものです。もちろん異邦人にも、そして、思い違いに陥ってしまっているユダヤ人にも。私、パウロは、この福音の幸いを知っていますから、だから、切に、何とかして人々に、一人でも多くの人に届けたいと願っています。
 
　ユダヤ人のことについて、少し、申し上げておきます。私は彼らが神様に立ち返ることを切望しています。彼らがその幸いを手にすることができるなら、彼ら自身のためにも、世界のためにも、どれほど素晴らしい機会になり得るかと思います。だって彼らは、アブラハム以来の豊かな資源を持っているのですから。でも、今の彼らはそこで慢心しているので、どうにも事が動かない。残念でなりません。
 
　ユダヤ人は、自分たちが特別だという思いを捨てるべきなのです。異邦人と同じように、神の前に立たねばならないのだと気づく必要があります。同様に異邦人も、今のユダヤ人は自らの愚かさに陥っていますけれど、でもだからといって彼らをさげすむべきではありません。この福音は恩恵によるものですから、慢心は常に、その良き幸いを妨げる者になってしまいます。
 
　私はこの福音を信じ、この福音に期待しています。それは神様ご自身が成し遂げて下さっている祝福です。だから、異邦人のことも、ユダヤ人のことも、すべては神様の御手にゆだねるのみです。人の心がどう動くかは、神様と、その人自身にしかわかりえないことなのですから。でもだからこそ、たとえ今、私の目に見えているものが厳しいものだったとしても、私は決して失望落胆はしません。私の時代に、ローマ帝国の中でクリスチャンはごくわずかです。ユダヤ人にも疎まれ、異邦人社会でもほんの一握りです。あっけなく消し去られる程度の存在。でもこれが神様のなさっていることであるかぎり、人の思いを越えて福音は広がると、私は信じています。
 
　あなたがぜひ、この福音を知って下さるようにと、心から願っています。
 
［第六回　終わり］
 
 
第七回　［福音に生きる］
 
　こんにちは。この手紙も最終回です。福音という、神様が与えてくださったすばらしい約束のことをお話ししてきました。神の言葉、神の約束だからこそ、この福音には人を救い、人を動かす力があります。私はそう信じて、確信して、だから皆さんにもそれを知っていただきたくて、この手紙を送っています。
 
　ところで、福音の神髄は、人の力ではなくて神様の恵みによってこそ幸いは実現するというものですから、この祝福を手にするために人がなすべきなのは、主を呼び求めることに尽きます。立派に生きられたらご褒美、という話ではありません。でもね、だったら好き勝手やっていればいい、なんてことは、まさか思っておられませんよね。神様の恵みが私たちを救い出してくれているのなら、自分もまたぜひ、この福音に沿って生きていきたいと願うのが、ごく自然なあり方のはずです。もちろんしくじったりするでしょうが、完全さが問われているわけではありません。でも、主と共に歩んでいきたいと願い求め、慕い求めていく心は、大事に握りしめていたいのです。
 
　神様が人に願っているのは、盛大なささげ物ではありませんし、ご自分のためにどれだけ貢献するかという話でもありません。人が、その人が、本当に幸いに生きていくこと、愚かに罪を抱え続けて自らを傷つけたりしないで、祝福を大いに味わって生きていくこと。だからこそ、罪を離れることは大事ですし、それからとりわけ、他の人との関係はとっても重要です。いくつかそれに関係する事柄をピックアップしてみましょう。
 
　福音を生きる際に注目すべきことの第一は、他の人との関係です。神様は私たちを様々な違いを持つものとして造られました。互いに補い合い、支え合っていくためです。この意義が発揮されるためには、偉そうに自分を誇るのではなく、慎み深い考え方が必要です。土台になるのは互いを思う愛です。相手の幸いが実現していくために犠牲を払う志は大きな力になります。互いを大切に思うからこそ、共に喜び、共に涙することもできます。
 
　この思いは、邪悪なことをしてくる相手に対しても考えるべきものです。悪に悪で対抗している限りは何も解決しません。これは、一切を神様に委ねる心があってこそ可能なもので、自分の手で復讐し決着をつけようとしているままでは、何も答えが出てくることはないのです。
 
　神様はこの世界を混乱が支配することは望んでおられません。そこには悲惨な事態が広がるばかりだからです。だからこそ社会の権威とか統治機構は重要です。ただし、人の手によってなされる業である限りは、悪が生じてしまうこともあるので、警戒と抑制は必要です。その上で、統治機構を担う人々のことは尊重するべきなのです。福音に生きるというのはそういう決意を伴う姿であって、単に神様を崇拝して賛美を捧げています、というだけで終わるものではありません。
 
　社会の混乱だけでなく、自分自身の生き方においても混乱と腐敗が広がってしまう懸念は常にあります。よくよく自戒して闇の業には手を出さないことを、心に刻んでおいてください。
 
　互いを大切にする具体例をお話しします。皆さんからすると遥かな昔になりますが、私たちの時代は様々な神々が社会に蔓延していましたので、市場で売っている肉は神々の神殿に捧げられた後で出回ることになっていました。肉は肉ですし、異教の神殿などで汚れたりすることはありません。でも、物事には突きつめた真実とは別に、各自が心に抱く感覚というものもあります。それで、気になって食べたくないと尻込みしている人もあります。もし、そんな人々の姿をせせら笑って配慮しないとすれば、偶像には力などないという真理を知っているという幸いは、何の意味も持たなくなってしまいます。だから、よくよく気をつけて、御子という犠牲を払うほどに神様が大切にしておられる人々をつまずかせ、おとしめるようなことのないように、心がけてください。
 
　福音を信じるからこそ、互いの必要には心を注ぎ、自分の持っているものを分かち合いながら共に歩んでいこうとすることも、神様から救いという恵みを与えられた者としてのあり方なのだと、心に覚えておいてください。その際には、物事に軽重をつけたりする必要はありません。たとえば私は、ローマに福音を伝えることより、エルサレムに支援金を届けることを優先したこともあります。福音よりお金、というふうに言うと、首をかしげる人もあるでしょうね。どの社会でも、聖俗というような分別をしたがるものです。でも、もともと一切は神様の御手の中にあるものです。二元論的な見方は御心に沿うものではありません。
 
　それでも、私はローマの町に行きたかったのです。そこで人々に会い、人々と共にこの福音を語り合い、神様の恵みによって生かされている喜びを一緒にしたかった。この手紙を読んでくださっているあなたはご存じですよね。私はローマへの手紙を書いた後で、エルサレムに行き、そこで捕らえられて、長い幽閉生活に陥ってしまいました。世界中を歩き回って福音を届けたいと願っていたのに、全く身動きができない状況に陥って、さすがに気落ちしました。それから、裁判を受けるために護送されていきました。到着してからも軟禁状態が続きました。それはつらい日々でした。でも、それでも私は喜んでもいたのです。だって、そこはローマ、私はようやくローマの人たちに会えたのですから。
 
　私はローマの人々にたくさんの話をしました。最初からみんなが納得してくれたわけではありません。疑問もたくさん出てきました。それは当然です。神様の与えてくださった福音は、人の抱える罪とは真っ向から対立するものなのですから。でも、だからこそ人を罪から救い出し、命へと至らせる力を持っている。私が届けたい福音はそういうものなのです。
 
　さあ、この手紙もそろそろおしまいにします。どうか、平和の神が、あなたがたすべてと共にいてくださいますように。
 
［第七回　終わり］
 
 
※これでおしまいです。神様が切なる思いで届けてくださった福音を、知っていただければ幸いです。
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